
　
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
る
─
─
。
事
業
家
の

渡
邊
孝
さ
ん
（
88
）
＝
写
真

＝
が
こ
の
ほ
ど
、
自
ら
の
半

生
を
つ
づ
っ
た
「
起
ち
上
げ

る
勇
気
・
退
く
知
恵
」
（
文

芸
社
刊
）
を
出
版
し
た
。

　
津
久
井
湖
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
津
久
井
湖
観
光
）

社
長
を

務
め
た
渡
邊
さ
ん
だ
が
、
戦

後
の
混
乱
期
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
こ
か
ら
起
業
し
て
半

世
紀
以
上
駆
け
抜
け
て
き
た

人
生
は
ま
さ
に
波
乱
万
丈
だ

っ
た
。

　
渡
邊
さ
ん
は
茨
城
出
身
。

「
特
攻
」
を
命
じ
ら
れ
た
予

科
練
生
が
戦
後
、
中
学
校
の

教
員
に
。
あ
る
き
っ
か
け
か

ら
、
起
業
を
志
す
こ
と
に
な

り
上
京
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
教
師
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
捨
て
、
食
品

卸
売
店
で
い
わ
ゆ
る
「
小
僧

見
習
い
」
か
ら
始
め
た
。

　
仕
事
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
当
時
日
本
で
は
珍
し

か
っ
た
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
を
相
模
原
市
内
で
開

業
し
た
。
そ
し
て
時
代
の
変

化
と
と
も
に
、
「
割
烹
お
お

乃
」
な
ど
業
態
を
変
え
な
が

ら
、
事
業
家
と
し
て
半
世
紀

を
歩
ん
だ
。

　
本
で
は
若
い
事
業
家
た
ち

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
同
時
に

熱
い
エ
ー
ル
も
送
っ
て

い

る
。

　
「
今
や
簡
単
に
起
業
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
社

長
道
を
歩
む
人
に
は
『
覚
悟

と
勇
気
』
が
必
要
で
す
。
脳

み
そ
が
汗
を
か
く
ほ
ど
悩
ん

で
み
る
。
苦
労
こ
そ
が
人
を

一
回
り
大
き
く
し
ま
す
。
そ

し
て
事
業
を
存
続
さ
せ
る
に

は
、
先
を
見
通
す
力
も
必
要

で
す
」
と
渡
邊
さ
ん
。

　
本
の
最
後
に
は
資
料
編
と

し
て
、
渡
邊
さ
ん
が
社
長
業
、

人
生
を
通
じ
て
得
て
き
た
知

恵
や
教
訓
を
箇
条
書
き
で
掲

載
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
内

容
は
、
社
長
に
と
っ
て
は
目

か
ら
鱗
に
な
り
そ
う
だ
。
　

　
　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
）

　
交
流
会
に
先
立
ち
、
青
山

学
院
大
学
理
工
学
部
・
松
本

俊
之
教
授
が
「
ド
イ
ツ
に
お

け
る
も
の
づ
く
り
の
調
査
報

告
と
私
見
」
と
題
し
た
講
演

会
を
行
っ
た
。

　
松
本
教
授
が
現
地
で
視
察

し
た「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・

０
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
」

な
ど
の
実
情
に
つ
い
て

報

告
。
製
造
業
に
と
っ
て
は
タ

イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
だ

け

に
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に

聞
い
て
い
た
。
　

　
セ
ミ
ナ
ー
に
続
い
て
開
か

れ
た
交
流
会
に
は
49
人
が
参

加
。
う
ち
13
人
が
初
参
加
と

な
っ
た
。

　
参
加
者
の
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
な
る
「
交
流
シ
ー
ト
」

を
活
用
。
初
対
面
で
も
互
い

の
情
報
が
分
か
る
よ
う
な
工

夫
が
な
さ
れ
た
。

　
シ
ー
ト
に
は
得
意
と
す
る

技
術
の
Ｐ
Ｒ
や
仕
事
の

依

頼
、
経
営
に
関
す
る
こ
と
、

連
携
・
協
力
と
い
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
話
題
の

ほ

か
、
地
域
情
報
や
趣
味
・
娯

楽
な
ど
の
項
目
も
設
け
ら
れ

た
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

（
早
川
正
彦
委
員
長
）
は
、

９
月
16
日
の
午
後
３
～
同
５

時
半
ま
で
「
医
療
機
器
市
場

に
挑
む
も
の
づ
く
り
企
業
」

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
医
療
産
業
参
入
セ
ミ
ナ

ー
第
４
弾
。

　
会
場
は
緑
区
橋
本
台
の
マ

ー
ク
電
子
・
本
社
工
場
。
講

師
は
同
社
の
村
山
忠
雄
社
長

が
務
め
る
。

　
電
子
機
器
製
造
業
か
ら
医

療
機
器
産
業
へ
の
参
入
を
遂

げ
た
同
社
の
実
体
験
に
基
づ

き
、
中
小
企
業
の
医
療
機
器

産
業
参
入
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

　
講
演
会
後
は
、医
療
機
器
・

放
射
線
測
定
機
器
の
生
産
施

設
お
よ
び
「
環
境
試
験
」
設

備
を
備
え
た
「
Ｒ
＆
Ｄ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
平

成
27
年
12
月
開
設
）
」
の
見

学
会
も
実
施
す
る
。

　
参
加
無
料
。
定
員
40
人
ま

で
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

せ
は
、
産
業
振
興
課
・
高
井

０
４
２
（
７
５
３
）
８
１
３

６
ま
で
。

初参加が多かった工業部会の交流会
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講演する青学大の松本教授

医
療
産
業
参
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で
セ
ミ

マ
ー
ク
電
子
本
社
で
開
催

9月16日

工
業
交
流
会
を
開
催

初
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顔
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く
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加
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事
業
家
の
渡
邊
氏
が
本
出
版

社
長
道
を
歩
む

経
営
者
は
必
見

マーク電子の村山社長
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　相模原市中央区中央3-12-3
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工
業
部
会
会
員
の
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
会
員
交
流
大
会
（
工
業
版
）
」
が
７
月

26
日
、
市
立
産
業
会
館
で
開
か
れ
た
。
相
模
原
の
工
業

人
た
ち
に
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
部
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ

た
。
今
回
で
６
回
目
。
主
催
は
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
那
須
隆
仁
委
員
長
）
。


